
日本初の自給飼料を基盤とした
有機酪農を実現

―企業との連携による有機牛乳の生産から販売まで―
有限会社石川ファーム 石川賢一さん・真美さん

（酪農経営・北海道網走郡津別町）
萬 田 富 治

（一社）日本草地畜産種子協会主催の第５回全国自給飼料生産コンクールで表彰され

た優良事例を３回にわたり紹介します。第１回目は最優秀賞（農林水産大臣賞）受賞

の石川賢一さん・石川真美さんの経営です。

有機酪農を目指した動機

津別町は林野面積が約８６％を占める中山間

地域に位置しています。広大な十勝の畑作酪

農に比べると大規模経営の展開が困難な地域

です。そこで、津別町の酪農家の有志は、

「十勝に勝る農法はなにか」、「乳価を上げる

方法は何か」を検討し、津別町の将来方向を

有機酪農に絞り込みます。平成１２年に津別有

機酪農研究会を立ち上げ、山田照夫さんが会

長に就任し、その後、石川賢一さんが会長を

引き継ぎます。丁度、有機牛乳を商品化する

ため相手先を探していた大手乳業メーカーと

の連携が成立し、JAつべつ、飼料会社、津

別町役場、網走農業改良普及センター等の地

域ぐるみの支援のもとにスタートします。し
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かし、当時は有機酪農の国内での実践例がほ

とんどなかったので、海外の有機酪農を直接

視察して有機酪農に確信を深め、核となる有

機飼料生産から取り組みます。

有機酪農の取り組みの経過

まず、津別町有機酪農研究会では牧草およ

び飼料用トウモロコシ（WCS）の有機栽培

に取り組みました。トウモロコシの収量は最

初の３～４年は雑草が繁茂して低収でした

が、農業改良普及センター、北見農業試験場

等の指導もあり、収量は増加し、平成１８年に

は有機認証を取得し、同年、「オーガニック

牛乳」の製造が始まりました。これらの飼料

用トウモロコシや、その後栽培が取り組まれ

たイアコーン注）などの飼料作物の有機栽培技

術が「有機肥培管理マニュアル」としてとり

まとめられ、普及に移されています。

注：「さやと子実と芯のサイレージ」がイアコーンサイレー
ジです。トウモロコシホールクロップサイレージに比
べて、TDN含量は７５～８５％と１～２割高く、１０a当
たり収量は８００～１０００kg（乾物ベース）が期待できる
ことから、飼料自給率向上に向けた畑作版耕畜連携の
切札として注目されています。

津別町有機酪農研究会（現在会員数７人）

はイアコーン栽培面積を町内外に拡大し、飼

料自給率１００％を目標に活動しています。

有機牛乳は株式会社明治の販売網を通して

道内外へ販売され、津別町内の学校給食にも

週一回提供されるなど、町内での消費や食育

にも貢献しています（写真１）。

石川ファームの経営の特徴

平成２９年度の飼養頭数は乳用牛７２頭（経産

牛４３頭、育成牛２９頭）、経営面積６５．５ha（う

ち借地２８．９ha）、飼料作物作付面積は４０．８

ha、その内訳は、永年草地２６．８ha（採草地

１８．１ha、放牧地８．７ha）、トウモロコシ１４．０

ha（ホールクロップサイレージ用１２．０ha、

イアコーンサイレージ用２．０ha）となってい

ます。土地は購入で増やしていますが、津別

町では畑作農家の購入希望が多く、競合して

います。

石川ファームのすべての飼料畑は有機認証

されており、TDN自給率は７７．６％、所得率

は３８％、労働力は夫婦と母親の３人で、酪農

ヘルパーの利用が年間６０日間で、休みがとれ

る高収益の酪農経営を行っています。

（写真１）JAつべつ店舗でのオーガニック牛乳
の販売

2019.4.20 No.353 畜産会経営情報 Japan Livestock lndustry Association

２



年間生産乳量は約３６２t、経産牛１頭当たり

乳量は８３９５kg で、平均的な酪農経営の水準

です。生乳は津別町有機酪農研究会（JAつ

べつ）→ホクレン→大手乳業メーカーの流通

経路を経て、加工処理・販売され、生乳の販

売単価は輸入有機飼料価格を配慮したプレミ

アム乳価となっています。プレミアム乳価以

外のメリットとしては、①有機認証取得後、

自給飼料面積を増やしたので、飼養頭数と自

給飼料面積のバランスがとれたこと、②有機

経産牛の廃用牛は食用肉としての需要があ

り、販売ルートもあるので将来性があるこ

と、③有機雄子牛（ヌレ子）の生体販売が検

討できる体制となったことなどが挙げられて

います。

平成２０年には「有機牛肉」JAS認定を取

得し、JAつべつが経産牛を有機農家から買

い取り→公社でと畜・解体→部分肉を全量、

JAつべつが買い取って販売しています。

有機自給飼料生産と
TMR製造法
石川ファームのサイレージ用トウモロコシ

とイアコーン、牧草の１番草は TMRセン

ターのコントラクターが収穫し、TMRセン

ターに搬送されサイレージに調製されます。

牧草の２番草は自家労力で収穫して育成牛、

乾乳用として自家利用しています。トウモロ

コシの栽培は真空播種機で欠株を少なくし、

自動操舵等の新技術を導入して省力化してい

ます。

TMRセンターでは有機自給飼料と輸入し

た有機飼料用穀物と混合して TMRを調製

し、TMRセンターから各牧場に配送してい

ます（写真２）。イアコーンサイレージは２～

８月まで給与していますが、それ以外の時期

は有機トウモロコシをカナダから穀粒で輸入

し、粉砕機で粉砕して TMR原料に供してい

ます。

TMRセンターから配送された TMRはバ

ンカーサイロ２基で荷受け・保管場所として

使用しています。搾乳牛用の TMRはバラ

で、乾乳牛用の TMRは夏期がロール、冬期

はバラで搬入されています。搬入回数は、夏

期は毎日、秋期～春期は２日ごとの配送と

なっています。搾乳牛用の TMRは乳量２８kg

の設定で調製され、自動給餌機により放牧期

は１日５回、冬期は６～７回、給与していま

す。

有機生乳の生産は平成１８年から始まりまし

たが、当初は石川ファームにおいて有機飼料

を調製していました。その後、研究会メン

バーに新たに２人が加わり３人の作業体制と

なりましたが、有機 TMRの調製作業と配送

（写真２）TMR施設の外観、有機と慣行の２系統が整
備されている
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作業の負担が大きくなったので、平成２６年に

TMRセンターを設立し、同年１２月から稼働

しています。TMRセンターの運営費は飼料

価格に転嫁されますが、有機 TMR調製作業

からの解放はメンバーにとっては省力面で大

きな効果がありました。

飼養管理の省力化

家畜飼養管理の省力化については、自動給

餌機や搾乳ユニット自動離脱装置（キャリロ

ボ）等の導入で達成し（写真３）、１日の作

業時間は夫婦が各５時間、母親が２時間と余

裕のある作業体系となっています。ゆとりが

生まれた時間は地域の酪農および有機農業の

推進リーダーとしての活動に振り向けていま

す。妻の真美さんは酪農業務に従事しつつ、

グリーンツーリズムや酪農教育ファームの担

当者としても活躍しています。

飼料生産の省力化

津別町の飼料用トウモロコシの栽培では病

害虫の発生がほとんどないので、除草が最大

の課題ですが、省力的な除草法として中耕作

業（カルチ）による除草法を開発しています。

収穫はコントラクター（（有）だいち）が行

いますが、播種とカルチは自力作業となり、

GPSと自動操舵を組み合わせた真空播種機

の利用で、正確な播種が行われて欠株がなく

なるとともに除草（カルチ）作業が省力化さ

れています。

有機イアコーンの平成２９年の生産費は原物

１kg当たり４３．６円です。それを使った（有）

だいちの有機 TMRの１kg 当たり原物当た

り価格の推定値は有機酪農家６戸が３８．８円

で、慣行 TMRの価格に比べると倍近くです

が、この部分がプレミアム乳価に反映されて

います。

有機イアコーンの
畑作農家委託栽培
有機イアコーンは３戸（津別町２戸、大空

町１戸）の畑作農家（法人）でも生産してお

り（写真４）、畑作農家は小麦、馬鈴薯、カ

ボチャ、アスパラガス等を作付けしていま

す。株式会社大地のMEGUMI は大空町で有

（写真４）収穫期のイアコーン（写真３）省力化した清潔で快適な環境の畜舎
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機イアコーンを生産する畑作の生産法人で、

イアコーン作付面積は１１．７ha で、バレイ

ショとカボチャの有機栽培での輪作を行って

いましたが、イアコーンは新たな輪作作物と

して非常に重要であり、後作のバレイショの

そうか病対策として有効で、トウモロコシと

の輪作でも連作障害が抑えられているそうで

す。

有機イアコーン生産に関わるメリットは耕

種側には有機作物の輪作体系の維持に貢献し

ていることですが、畜産側のメリットは、①

耕種農家の高い栽培技術により良質なイア

コーンを確保できること、②中山間地帯にお

いてイアコーン栽培面積を畜産農家だけで増

やすことが難しい状況ですが、耕種農家との

連携により栽培面積を増やすことが可能にな

ること等があげられています。

放牧管理

畜舎周囲の１０ha の放牧地を大牧区で利用

しており５月１０日～８月３１日は昼夜放牧、９

月１日～１１月１０日は昼間放牧をしています。

大牧区の定置放牧は家族の誰でもが放牧管理

できるメリットがあり、輪換放牧から定置放

牧へ変更しても乳成分などは変化していませ

ん。育成牛は年間２２頭程度、町営公共牧場の

一角にある有機認証の放牧地５０ha に預託し

ています。牛白血病の感染リスクの恐れはな

いとのことです。

経営成果

石川ファームでは、平成２９年に新牛舎を建

設したこともあり、３年前より自家生産で増

頭中です。体細胞数は９万９７００、細菌数は

１０００以下で、津別町酪農家２２戸中第３位の成

績です。

石川ファームの当期純利益に家族労働費

６１５万円を加算した農業所得は２６６３万円、所

得率は３８％、経産牛１頭当たり所得は６２万

７０００円で、この数値は北海道平均（搾乳牛）

の２９万円の倍以上で、石川ファームは超優良

経営です。家庭生活では朝食は家族全員がそ

ろって取るなど、家族との団らんにも配慮し

ています。

酪農仲間や多くの支援のもとに取り組んで

きた石川ファームの有機酪農は有機農業や農

村生活のすばらしさを伝えており、石川

ファームの経営目標と達成した成果は高く評

価されます。

（筆者：（一財）生物科学安全研究所 顧問）

乳牛頭数（頭） 飼料作物面積（ha） 労働力（人） （％） 平均分娩間隔（ヵ月） １３．２

経産牛 ４３ 永年牧草 ２６．８ 家族 ３ 粗飼料自給率 ７７．６ 平均産次数（産） ３．３

育成牛 ２９ トウモロコシ １２．０ 雇用 ０ 土地利用率 １００ 経産牛１頭当たり乳量（kg） ８，３９５

イアコーン ２．０ TDN自給率 ７７．６ 乳脂率（％） ３．９３

計 ７２ 計 ４０．８ 計 ３ 乳飼比 ４６．８ 年間乳量（t） ３６２．３

経営面積６５．５ha（うち借地２８．９ha）

（表１） 石川ファームの経営数値の概要
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連載 護蹄管理の重要性 第３回
『蹄病の分類と発生』

神奈川県農業共済組合 家畜診療所 伊 藤 昌 範

反芻動物の国際蹄病学会

３月１０日から１４日に、初めて日本で開催さ

れた「第２０回 反芻動物の国際蹄病学会

（Lameness in Ruminants ２０１９）」に参加

してきました。日本を含め２９ヵ国の国々から

２５０人以上の獣医師、削蹄師、大学研究者が

参集しました。１０日はオープニングパー

ティー、１１日から１３日は浅草で、特別講演、

一般口演、ポスター発表、１４日は麻布大学で

実習があり、とても濃厚な５日間でした。国

によって飼養環境や規模は違いますが、問題

になっている蹄病はほぼ同じです。そして、

蹄病や跛行について、各国の発生状況や対策

などを知ることができました。会場では英語

が飛び交い、海外にいるような感覚になりま

した。

今回は、「その他」の蹄病と、乳牛と肉牛

の蹄病発生状況を紹介します。前回の復習で

すが、蹄病を分類すると「蹄角質疾患」「趾

皮膚疾患」「その他」に分けられます（図１）。

その他に分類される蹄病は、外傷性蹄皮炎、

蹄骨骨折、急性蹄葉炎・潜在性蹄葉炎（蹄角

質形成不全）、蹄深部感染症です。

外傷性蹄皮炎

外傷性蹄皮炎は、蹄底に異物（石、くぎや

針金など）が穿孔（せんこう）して起こる炎

症です。石が蹄底角質を貫通せずに真皮に圧

迫損傷を起こしたものを挫石（ざせき・蹄底

に起きる炎症（内出血））、異物が蹄底角質を

貫通して真皮に達し化膿したものを化膿性蹄

皮炎といいます。突発的な疼痛による跛行が

特徴です。

平成２４～２６年に、私が診療している肉牛肥

育農家で、くぎ踏みによる化膿性蹄皮炎が多

発しました（写真１）。敷料として使用して

いた廃材おがくずに、くぎが多く入っていた

ためでした（写真２）。東日本大震災と消費

税増税前の新築・リフォームラッシュが関連

（図１） 蹄病の分類
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していたようです。

廃材おがくずを敷料として使用する農場で

は、異物の混入に注意が必要です。治療は、

蹄底の異物を取り除き、周囲の角質を削って

病変部に体重がかからないように（免重）し

ます。蹄冠の腫脹・疼痛が強い場合は、健康

蹄への蹄ブロックの装着と抗生物質の全身投

与が必要なため、速やかに獣医師の診察を受

けてください。

蹄骨骨折

蹄骨骨折は、蹄内の蹄骨（末節骨）の骨折

です。コンクリート床での乗駕、岩場での放

牧、壊れたスノコ床、段差の踏み外しなどで

大きな衝撃が加わって発生します。突発的な

疼痛による跛行が特徴で、歩行時に明瞭にな

ります。レントゲンによる確定診断が必要で

すが（写真３）、エコーに慣れた獣医師であ

ればエコーでも診断できます。蹄尖潰瘍治療

中に骨折した骨（腐骨）が摘出されることが

あり、蹄尖潰瘍と蹄骨骨折の関連が指摘され

ています。治療は、骨折が治癒するまで健康

蹄に蹄ブロックを装着して、罹患蹄を免重し

ます。

蹄葉炎

蹄葉炎は、蹄の内部（真皮－表皮接合部）

の循環障害による炎症によって、異常な角質

が形成される状態です。急性期には、複数肢

の蹄冠部が赤く腫れて熱感・疼痛があり、歩

行や起立を嫌がります。慢性期には疼痛は無

くなりますが、蹄角質の変形が起こり、深い

蹄輪や反り返ったような変形蹄を形成します。

（写真１） くぎによる外傷性蹄皮炎 蹄処置前（左）
と処置後（右）

（写真２） 廃材おがくずに混入していたくぎ

注）ウシの蹄病図譜より転載
（写真３） 蹄骨骨折のレントゲン写真
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現在、潜在性蹄葉炎は蹄角質形成不全と呼

ばれるようになっており、蹄底潰瘍や白帯病

の原因になります。また、複数肢の蹄底に広

範囲の出血や壊死が認められた場合は、急性

蹄葉炎を発症していた疑いがあります（写真４）。

急性蹄葉炎は、濃厚飼料の盗食や急激な飼

料の増給による急性ルーメンアシドーシスが

原因になります。潜在性蹄葉炎は、粗飼料の

不足、１回の濃厚飼料給与量が多い、濃厚飼

料の急激な増給、TMRの選び食い、固め食

い（一気食い）が原因の潜在性ルーメンアシ

ドーシスや、コンクリート床での長時間の起

立が原因になります。蹄葉炎の疑いがある場

合は、蹄治療を依頼するとともに、粗飼料給

与量を増量するか濃厚飼料給与量を減少し、

可能であれば土の上か、敷料をたっぷり入れ

た寝起きのしやすい場所で看病してあげて下

さい。

蹄深部感染

蹄深部感染は、蹄底潰瘍、白帯病、真皮に

達する裂蹄、趾間フレグモーネ、化膿性蹄皮

炎が重症化して、蹄内の関節や靱帯が細菌感

染を起こした状態です。蹄冠部から球節が腫

脹し（写真５）、重症化すると激しい疼痛の

ために罹患肢がほとんど着地できなくなり、

起立困難になってしまいます。

治療は、健康蹄への蹄ブロック装着と抗生

物質の全身投与が必要なため、速やかに獣医

師の診察を受けてください。さらに重症例で

は、健康蹄を残して悪い蹄を切除する断蹄術

（断趾術）が必要になります（写真６）。治

療が遅れると起立不能になってしまうため、

蹄深部感染になる前の蹄病の早期発見・早期

治療が重要です。

乳牛と肉牛の発生の違い

前回に引き続きそれぞれの蹄病の紹介をし

てきましたが、蹄病の発生状況はどうなって

いるでしょうか？乳牛と肉牛で違いはあるの

でしょうか？

図２～５は、平成１５年４月～平成３１年３月

（写真５） 蹄深部感染症による蹄冠部と球
節の腫脹

（写真６） 蹄深部感染症により
断蹄術をした牛

（写真４） 蹄葉炎が疑われる蹄
底真皮の病変
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に私が治療した蹄病の発生状況（延趾数）で

す。乳牛では、蹄角質疾患５６％、趾皮膚疾患

４３％、その他の蹄病１％でした（図２）。乳

牛の蹄病発生状況を発生順に並べると、蹄底

潰瘍と趾皮膚炎が多く、白帯病、趾間皮膚炎

と続きます（図３）。今回の分類では、疼痛

の無い蹄球びらんは入っていません。また、

蹄深部感染症は、各種蹄病が悪化したものな

ので分類に加えていません。神奈川県の酪農

場は、３０～４０頭飼養のタイストール牛舎が主

体です。フリーストール牛舎やフリーバーン

牛舎の多い地域では、趾皮膚炎が一番多くな

ると思われます。

肉牛では、蹄角質疾患１７％、趾皮膚疾患

４２％、その他の蹄病４１％でした（図４）。肉

牛では、くぎ踏みが原因の外傷性蹄皮炎が最

も多く、趾間フレグモーネが次に多くなって

いました（図５）。しかし、平成２４～２６年に

多発した外傷性蹄皮炎は特別だったと思いま

す。肉牛経営の多い他県の報告では、趾間フ

レグモーネが最も多く発生しています。

このように乳牛と肉牛では、蹄病の発生数

や発生する蹄病の種類が異なることがわかり

ます。乳牛では、ふん尿量が多く牛床環境が

不衛生になりやすいこと、フリーストール牛

舎の増加により、コンクリート床での起立・

歩行が増加したこと、泌乳ステージによる飼

料給与量の変化が大きいことが、蹄病の主な

原因になっていると思われます。一方肉牛で

は、ケガが原因の外傷性蹄皮炎と趾間フレグ

モーネが多くなっていたので、敷料中の異物

に注意する必要があります。また、趾間フレ

グモーネは同じ牛房で多発することがあるの

で、敷料の衛生状態にも注意が必要です。

次回は、蹄病や跛行の発見方法を紹介します。

（筆者：神奈川県農業共済組合 家畜診療所長）

（図３） 乳牛の蹄病発生状況（発生順）
平成１５年４月～平成３１年３月

（図２） 乳牛の蹄病発生状況
平成１５年４月～平成３１年３月

（図４） 肉牛の蹄病発生状況
平成１５年４月～平成３１年３月

（図５） 肉牛の蹄病発生状況（発生順）
平成１５年４月～平成３１年３月
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おらが故郷の経営自慢おらが故郷の経営自慢

地域の概要

豊後高田市は、大分県の北東部、国東半島

の西側に位置し、平均気温１５．９℃、降水量

２００５mmで、周防灘に面した温暖で過ごし

やすい瀬戸内式気候と山・海に囲まれた豊か

な自然が特徴です。総面積は２０６．２４km２で、

西は宇佐市、東は国東市、南は杵築市と接

し、域内には、瀬戸内海国立公園および国東

半島県立自然公園を擁し、山間部および海岸

部の自然景観や農村集落景観、六郷満山文化

ゆかりの史跡等、豊かな自然と歴史文化など

の地域資源が豊富です。

平成２８年の農業産出額は１２５億８０００万円で、

特に白ねぎは西日本有数、春そばは日本一の

産地となっています。また、中世から田園風

景が引き継がれる田染荘小崎地区は、国の重

要文化的景観に選定されており、世界農業遺

産に認定された国東半島・宇佐地域の象徴的

な場所となっています。

平成２８年の畜産算出額は４９億１０００万円で、

うち肉用牛が２５億６０００万円を占め、県内でも

有数の肥育地帯です。畜産物のブランド化で

は、米を飼料として飼育した肥育牛や肥育豚

をそれぞれ「豊後・米仕上牛」、「米の恵み」

として販売促進を行っています。なお、耕作

放棄地等を利用した親子周年放牧の取り組み

により、省力的かつ低コストな経営を実現

し、新規就農および新規参入に結びついてい

ます。

経営管理・生産技術の特色

【高い生産性・品質・安全性】

① 繁殖部門

家畜・地域・消費者・経営に、
バランス感覚に富んだ持続可能な養豚経営
農林水産省生産局長賞／有限会社中川スワインファーム

（養豚経営・大分県豊後高田市）
新 納 和 則

（写真１）左から妻の中川由美香さん、代表の厚さ
ん、母の重美子さん、父の浩幸さん
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平成２９年４月期実績において、年間平均分

娩回数は２．３１回、過去３年間の平均でも２．３５

回と優れた繁殖成績を達成しています。これ

は、金曜日を離乳日に設定し、火曜日から木

曜日に発情を集中させることで効率的に種付

けを行うウィークリー管理を導入するととも

に、１回の発情に人工授精と自然交配を２回

以上実施し精度を上げていることによりま

す。

また、従来は目視で判断していた母豚の栄

養状態を、背脂肪測定器を用いて数値で判断

するように改善したことで母豚のボディコン

ディションの適正化が図られ、豚本来の能力

の発揮につながっています。

さらに、一般的には、母豚頭数の１割の育

成豚を保有すれば規模が維持できるとされて

いるところ、約２倍の育成豚を保有し、母豚

群の改良を自家育成主体で行うことと、母豚

の更新を７産で行うことにより、平均産次

３．７産と活力ある母豚構成となっているのが

特徴です。

年 次 飼養頭（羽）数 数経営・活動の内容

昭和４２年 母豚６０頭 ・祖父が繁殖経営を開始。

昭和５１年 母豚６０頭 ・父が東京でのサラリーマンを辞め養豚業を継ぐ。

昭和５４年 母豚３０頭 ・繁殖経営から繁殖肥育一貫経営に転換。

昭和６３年 ・公庫資金を借り入れ、肥育豚舎（６００頭収容）、堆肥舎を新設。

平成元年 ４０頭 ・分娩舎、子豚舎を新設。

平成２年 母豚１００頭 ・母豚１００頭規模。

平成５年 母豚１５０頭 ・豚舎を増設し、母豚１５０頭規模。

平成１３年 ・法人化し有限会社中川スワインファームを設立。
・浄化槽設置

平成１４年 ・本人が大学を卒業し、飼料メーカーに就職。

平成１８年 ・離乳舎新設

平成２０年 ・本人が飼料メーカーの種豚センターでの経験を生かし、儲かる
養豚経営を実践するため退社し就農する。

平成２１年 母豚２７０頭 ・種豚ストール舎新設
・離乳舎 分娩豚舎、肥育舎 子豚舎（２棟）改造
・肥育豚舎（発酵床式豚舎）５棟を新設。
・繁殖農場と肥育農場の２ヵ所に拠点を分離。

平成２８年 ・農場HACCP推進農場を取得。
・独自ブランド「豊後糖蜜豚」に取り組む。

平成２９年 母豚２８０頭 ・代表に就任。
・クラスター事業を活用し繁殖農場に浄化槽建設。
・農場HACCP認証農場に取り組む。
・県産豚共通ブランド「米の恵み」に取り組む。

平成３０年 母豚３００頭 ・農場HACCP認証農場を取得。

（表１）経営・活動の推移
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② 肥育部門

肥育部門の管理は、豚舎が海に近いことも

あって夏場は風通しがよく、発酵床式豚舎

（おが粉豚舎）の採用によって冬場も豚床の

発酵熱により快適な温度環境を維持していま

す。また、１群１５頭を基準とし、１頭当たり

の豚房面積は通常の１．５倍（１．６６㎡）を確保

し、飼育密度に配慮することで、豚にとって

ストレスの少ない飼育環境を整え、健康な豚

を育てることに注意を払っています。

なお、直近の繁殖成績等は、１腹当たりの

離乳頭数は１０．７頭、離乳時子豚育成率は

９２．６％、肥育豚事故率は６．２％です。とりわ

け肥育豚舎が新しい肥育農場に移動してから

の事故率は０．５％程度に抑えられています。

こうした結果、母豚１頭当たりの肥育豚販

売頭数は、前年は、２１．２頭であったものが直

近の成績では、２２．６頭（平成２９年４月期実績）

と高い成績となりました。

また、生産される豚肉はWLDです。「W

を素豚にすると生産効率は低下するが、足腰

が強く健康な豚が育つ」という父の代からの

こだわりがあります。直近の格付けによる上

経
営
の
概
要

労働力員数
（畜産・２０００hr 換算）

家族構成員 ２．９人
従業員 ４．２人

種雌豚平均飼養頭数 ２８７．０頭
肥育豚平均飼養頭数 ３，３６１頭
年間肉豚出荷頭数 ６，４８５頭

収
益
性

所得率（構成員） １６．２％
種子豚１頭当たり生産費用 ５８１，４９３円

生
産
性

繁
殖

種雌豚１頭当たり年間平均分娩回数 ２．３１回
種雌豚１頭当たり年間分娩子豚頭数 ２８．９頭
種雌豚１頭当たり年間子豚離乳頭数 ２４．７頭

肥
育

種雌豚１頭当たり年間肉豚出荷頭数 ２２．６頭

肥育豚事故率 ６．８％（離乳時
からの事故率）

肥育開始時
日齢 ４０日
体重 １０kg

肉豚出荷時
日齢 １８３日
体重 １１０kg

平均肥育日数 １４３日
出荷肉豚１頭１日当たり増体重 ０．６９９kg
トータル飼料要求率 ３．４
肥育豚飼料要求率 ２．８
枝肉重量 ７２．７kg
販売
価格

肉豚１頭当たり平均価格 ３５，１４７円
枝肉１kg当たり平均価格 ４８３．５円

枝肉規格「上」以上適合率 ７３．２％

（表２）経営実績（平成２９年）

（写真２）１頭当たりの豚房面積は通常の１．５倍を確保 （写真３）豚を入れる前の発酵床式豚舎（肥育農場）。
おが粉の上の茶色いものは戻し堆肥
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物率は７３．２％で、過去３年の平均上物率は

７４％以上で推移し、品質が抜群に安定してい

るのは、健康な豚であることが大きな要因と

考えています。

【疾病リスクの低減】

病気に弱い豚の健康を守り、豚肉生産にお

ける安全性を高めるために、病原菌を農場内

に侵入させないことと、万が一侵入しても拡

大を最小限に食い止めることを重点に取り組

んでいます。特に、繁殖農場と肥育農場を２

ヵ所に分けることにより、疾病リスクが軽減

しています。

繁殖農場では、衛生管理を確実に行い、健

康な豚を自信を持って生産していることか

ら、肥育農場では注射の投与を行っていませ

ん。また、２つの農場とも衛生管理区域を明

確に設定し、入り口に自動消毒ゲートを設置

し車両の消毒を徹底しています。

さらに、農場内や豚舎は小まめな清掃を欠

かさず行い、常に衛生的な環境を維持してい

ます。また、豚の安全性を脅かす生産上のリ

スクポイントを洗い出して日々チェックする

衛生管理をシステム化し、従業員にも徹底さ

せています。その延長線上として農場

HACCP認証取得の取り組みを進め、平成２８

年９月に県内で２番目（全国では９４番目）の

推進農場を取得し、さらに農場HACCP認

証農場取得に向けてHACCPチームによる

検討を重ね、平成３０年８月１３日に（全国では

１８６番目）認証を取得しました。

こうした飼養衛生管理の取り組みが衛生的

で健康な豚の生産に結びついており、肉豚生

産における安全性を、販売時の PRにも活用

できると考えています。

【独自ブランドの確立】

① 豊後糖蜜豚

本経営で生産される豚肉の高い品質、安全

性が評価され、福岡県の食肉業者からの申し

入れにより、平成２８年２月から「豊後糖蜜豚」

という独自のブランドで扱われるようになり

ました。

「豊後糖蜜豚」は、嗜好性を上げ、飼料を

よく食べる元気で健康的な豚を生産するた

め、糖蜜を肥育期に給与しています。また、

腸内細菌叢のバランスを整え、豚肉固有の獣

臭を軽減する効果のある木酢と、臓器の健全

化、栄養バランスの改善、体力増強による生

産性改善や肉質改善に効果がある海藻粉末を

肥育期に給与し、健康な豚から生産されたブ

ランド豚肉であり、甘みの強さが特徴です。

現在「豊後糖蜜豚」の出荷量は、全体の４

割程となっています。販売先は北九州市・福

岡市を中心に、大分県内のスーパーなどでも

（写真４）入り口に自動消毒ゲートを設置し車両消毒
を徹底
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販売されており、また、豊後高田市、隣接す

る国東市のふるさと納税の返礼品にも取り扱

われ、消費者から高い評価を受けています。

② 「米の恵み」豚

さらに、平成２８年に立ち上がった大分県畜

産公社の新ブランド「米の恵み」に取り組む

ため、平成２９年から飼料用米の給与も始めま

した。「米の恵み」豚は、飼料用米を１０％以

上配合した飼料を肥育後期に６０日以上与える

こととなっており、うまみ成分といわれるオ

レイン酸含量の多い豚肉です。現在は、６割

を「米の恵み」豚として大分県畜産公社に出

荷し、県内の大手スーパーや生協、農協系統

のスーパーで販売されています。

今後はさらなる販売の拡大が期待できると

考えており、規模の拡大の要因として視野に

入れています。

耕畜連携の活動

市街地に近い繁殖農場では、臭気対策も含

め、冬期の低温時でも安定して堆肥化処理を

進めることができる脱臭装置付きの密閉式自

動コンポストを平成２１年に導入しました。汚

水処理は、規模拡大にともない平成２９年度畜

産クラスター事業を活用して連続式活性汚泥

法による汚水浄化処理施設を設置しました。

また、肥育農場でも、臭気対策を含めて臭

気が少ない発酵床式豚舎（おが粉豚舎）を建

設し、ロータリー式発酵堆肥舎を設置して、

完熟堆肥の一部を豚床に戻し堆肥として活用

しています。

こうした環境保全対策は、直接的には収益

に結びつくものではありませんが、地域社会

に理解され、経営を維持して行くために欠か

せない責務であると考えており、繁殖農場の

堆肥は豊後高田市の特産品である「白ねぎ」

などの耕種農家に５割ほど無償で提供してい

ます。

また、肥育農場の堆肥は８割を戻し堆肥と

して自家利用しており、残りの２割を近隣の

ライスセンター経由で、青汁製品の原材料で

あるケール栽培農家に無償で提供し、地域内

での耕畜連携を行っています。

地域に対する貢献

先代である経営主の父は、これまで地域の

養豚農家で組織する北部養豚協会の役員や自

治会の区長、また、地元中学校の体育指導員

などを務めながら、持ち前の温厚な性格で同

業者や住民の世話を行ってきました。

現経営主も父親譲りの温厚な性格で、平成

２４年度から大分県養豚協会の理事を務めるな

ど父親以上に活動範囲も人的ネットワークも

幅広く積極的に活動に参加し、県産豚肉消費

拡大推進のためのテレビ・ラジオ出演などに

取り組んでいます。

また、県内の学校給食に大分県養豚協会が

県産豚肉を提供しており、その豚肉を使用し

た給食を食べながら児童や教職員と対話をし

て安全・安心な県産豚肉と養豚への理解醸成

に取り組む活動に企画参加するなど、食育の

観点からも地域貢献として取り組んできまし

た。平成３０年度は、豊後高田市内をはじめと

して県北地域の小学校の給食に県産豚肉を提
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供し、自らの子弟が通う地元小学校で本人が

出前授業を予定しています。

また、従業員４人は農場の所在する豊後高

田市内や近隣市の地元出身者を積極的に雇用

しており、今後の規模拡大計画を見据えてさ

らに地元からの雇用を考えています。

生活の視点の配慮

本経営は、本人、妻、父、母のほかに４人

の従業員を雇用しています。従業員は平均年

齢４１歳と比較的若いため、熟練者と初心者で

ペアを組ませてそれぞれの農場に配置し、従

業員間で教育をする体制を構築しています。

また、自動給餌器などにより機械化が進ん

でいる肥育農場の管理は基本的に２人の従業

員に任せることで、本人は繁殖農場管理に専

念できるようになりました。

会社設立時には父と母は夫婦で５０％ずつ平

等に出資し、ともに取締役に就任し養豚の仕

事に従事してきました。また、本人が就農し

た際も入社と同時に取締役に就任させていま

す。こうした個人の考えを尊重して家族全員

が経営者としての自覚と責任を持ち意志決定

を行い、家族の和をもって事業運営を行うこ

とを経営理念としています。

分娩・離乳舎を管理している妻も参加して

の昼食時のミーティングを日課としており、

その内容は、必ず代表（本人）より従業員に

伝達する決まりとしています。現在では、本

人に日常の事業運営を任せて意識的に農場へ

行く回数を減らしている経験豊富な父と、

日々現場の課題に直面している本人が、師弟

として意見を交わす貴重な時間となっていま

す。

将来の方向性

国際化に対応するための経営基盤強化が必

要と考え、現在の母豚３００頭規模から、５年

後をめどに５００頭規模までの拡大を目指すこ

ととしています。ただし、新たに母豚を１００

頭増やすためには億単位の設備投資を要する

ことが見込まれるため、これまで行ってきた

経営の安全性を重視する姿勢は堅持し、経営

環境や経営実績を見据えながら慎重に検討し

ていきます。

なお、規模拡大に必要な土地の取得はすで

に終えており、現在具体的な計画を作成する

予定です。

また、大分県内で５番目となる農場

HACCP認証農場の取得を８月にしており、

その後はGAP取得チャレンジシステムに取

り組み、安全性の PRにつなげて行きたいと

考えています。

さらに、大分県畜産公社の県産豚肉の新ブ

ランド「米の恵み」のさらなる拡大について

も、県をはじめとした関係機関や同じ取り組

みを行っている養豚農家と協力して進めてお

り、こうした販路拡大につながる取り組みに

より、価格競争力を高めていくこととしてい

ます。

（筆者：（公社）大分県畜産協会
業務部経営支援課 課長）
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（（独独））農農畜畜産産業業振振興興機機構構かかららののおお知知ららせせ

算出の区域 肉用牛１頭当たりの
標準的販売価格

肉用牛１頭当たりの
標準的生産費

肉用牛１頭当たりの
交付金単価（概算払）※ 算出の区域 肉用牛１頭当たりの

標準的販売価格
肉用牛１頭当たりの
標準的生産費

肉用牛１頭当たりの
交付金単価（概算払）※

北海道 １，２０３，５９７円 １，２３３，２９２円 ２２，７２５．５円 新潟県 １，２６７，４９４円 １，１８６，３８０円 －
青森県 １，１９９，６５２円 １，１９１，８９７円 － 愛知県 １，２６２，３５２円 １，１７９，１５６円 －

岩手県
（日本短角種を除く。）

１，２１６，７７９円 １，１９３，００４円 －
島根県 １，１６５，３０３円 １，２０４，８９７円 ３１，６３４．６円
岡山県 １，２１８，９０９円 １，１８１，６７８円 －

岩手県
（日本短角種）

７３０，８３０円 ６７７，８４８円 －
広島県 １，１７９，９４７円 １，１８９，１８６円 ４，３１５．１円
山口県 １，２３２，３１９円 １，２０６，６２４円 －

宮城県 １，２６５，０９９円 １，２００，４４７円 － 香川県 １，２８４，０３１円 １，１８３，１４０円 －
秋田県 １，２７０，３３９円 １，２０５，０４０円 － 福岡県 １，１７３，２８８円 １，２３２，２７７円 ４９，０９０．１円
福島県 １，２３３，９４８円 １，２２５，９００円 － 佐賀県 １，２９６，２１０円 １，２４１，６９７円 －
茨城県 １，２５６，２３８円 １，２３１，０１６円 － 長崎県 １，２３４，０１７円 １，２３２，６９７円 －
栃木県 １，２６０，３０９円 １，２２２，７２８円 － 熊本県 １，１６８，２８７円 １，２０５，８５２円 ２９，８０８．５円
群馬県 １，２４８，００３円 １，１６２，４７５円 － 大分県 １，１３８，２２９円 １，２３５，４４２円 ８３，４９１．７円
埼玉県 １，２４９，５７８円 １，２０７，３０５円 － 宮崎県 １，２８４，９９９円 １，２２３，０６１円 －
千葉県 １，２５９，２６５円 １，２１４，１９４円 － 鹿児島県 １，２２７，７２９円 １，２４９，１３４円 １５，２６４．５円
神奈川県 １，２６６，２５０円 １，２０９，６５１円 － 沖縄県 １，１６７，８６２円 １，１９１，６５５円 １７，４１３．７円
山梨県 １，１５１，９８５円 １，１１６，３４５円 － 二以上の

都道府県の区域 １，３３３，１１９円 １，２１４，４９９円 －
長野県 １，２２７，８８２円 １，２２５，０１４円 －
静岡県 １，２３３，２４４円 １，２０７，２６５円 －

（表１）肉専用種の交付金単価（概算払）

※肉用牛１頭当たりの交付金単価（概算払）は、肉用牛１頭当たりの標準的生産費と肉用牛１頭当たりの標準的販売
価格との差額に１００分の９０を乗じた額から４，０００円を控除した額

肉用牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金について

［平成31年2月分］
平成３１年２月に販売された交付対象牛に適用する畜産経営の安定に関する法律（昭和３６年法律

第１８３号）第３条第１項に規定する交付金について、肉用牛肥育経営安定交付金交付要綱（平成
３０年１２月２６日付け３０農畜機第５２５１号）第４の６の（５）のオの規定及び同（５）のカの規定によ
り準用する同（１）から（４）までの規定に基づき標準的販売価格及び標準的生産費並びに交付
金単価を表１および表２のとおり公表しました。
なお、当該交付対象牛に係る交付金の交付については、概算払いを行います。標準的生産費お

よび交付金単価の確定値については、平成３１年５月上旬に公表する予定です。

肉用牛１頭当たりの標準的販売価格 肉用牛１頭当たりの標準的生産費 肉用牛１頭当たりの交付金単価（概算払）
交雑種 ７７１，８８０円 ７１４，４６８円 －
乳用種 ４５３，５４７円 ５２５，５１３円 ６０，７６９．４円

（表２）交雑種・乳用種の交付金単価（概算払）
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